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1.研究データマネジメントへの関与 

 私は 2000 年にドクターを取得し、ナノ加工・製造

プロセスの計算機シミュレーションを専門に仕事をし

ていました（図 1）。 

 2007 年から京都大学工学研究科附属情報センター

という非常にマイナーな組織に属して、一方で健啖と

して電子工学専攻の講師をしていました。そこでは、

研究科レベルの情報インフラ整備を行っていました。

特に、必要だけれどインセンティブが起きにくい情報

セキュリティポリシーの実装をしました。また、京都

大学は論文リポジトリを持っていますが、工学研究科

でも論文データベースを持っています。ともすれば形

骸化しそうなものを、実体を持ったものにするために、

それをどうやって研究評価に生かすかも検討しました。

入試や学部成績データ分析の相談も受けました。本セ

ミナーのテーマに関係する話では、2015 年 12 月から、

研究データ保存システムの検討、プロトタイプの作製

にたずさわりました。 

 このような仕事はあまり外に出ない仕事で、ついつ

い研究がおろそかになってしまって、どうしようかと
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簡単な自己紹介

• (2000.3~)各種研究員/産学官連携助手等
• ナノ加工・製造プロセスの計算機シミュレーション

• (2007.2~)京都大学工学研究科附属情報センター
兼電子工学専攻講師

• 研究科レベルの情報インフラ整備
• 情報セキュリティポリシー実装
• 論文データベース
• 入試・学部成績データ分析基盤
• 研究データ保存システムの検討, プロトタイプ(2015.12~)

• (2016.3~)情報環境機構
兼学術情報メディアセンター准教授

• 研究支援部門として, 全学的なICTの設計・導入・運用
• スーパーコンピュータシステム (2016.10更新, 稼働)
• 汎用コンピュータシステム(2016.12更新, 稼働)
• データセンター, ハウジングサービス
• 全学レベルの研究データマネジメントにも関与を始める
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考えていたときに、全学機構である情報環境機構へ異

動させていただくことになりました。現在は研究支援

部門として、全学的な ICT の設計・導入・運用を行

っています。例えばスーパーコンピューターシステム

の運用支援、あるいは汎用コンピューターといい、京

都大学は幾つか仮想サーバーサービスを提供している

ので、それの基盤となるシステムの運用支援をしてい

ます。場合によっては、先生たちが持っているサーバ

ー機器を空調の効いたデータセンターでお預かりする

こともしています。 

 最近、全学レベルでの研究データマネジメントをど

うすればいいのかという話が出てきて、こういうもの

にも関与を始めている状況です。 

 

2.研究データ管理の多義性 

 私は研究データ管理に関わりはじめて半年です。半

年間で人からいろいろと話を聞き、このように整理す

るのがいいのではないかと思った話をします。 

 研究データ管理には、三つの意味合いがあるのでは

ないかと思います。「研究公正とコンプライアンスの

ため」「オープン（データ）サイエンス促進のため」

「学術領域の発展と社会貢献のため」です。これは最

初から順番に、研究者にとってみればつまらないもの

から面白いもの、といえるかと思います。 

 

 

 

2-1.学術領域の発展と社会貢献のため 

 まずは、一番アトラクティブですが、あまり手を出

せない、「学術領域の発展と社会貢献のため」につい

てからお話しします。 

 京都大学はやはり大きい大学で、しかも各部局の独

立性が高いです。いろいろな小さい研究ユニットやセ

ンターを持っていて、そもそもデータを集めて公開す

ることが存在意義だというセンターもたくさんあるの

で、非常にたくさんの学術データベースがあります。 

 例えば、京都大学が保有している貴重資料画像を高

解像度でお見せする図書館のデータベースがあります

し（図 2）、Kyoto Encyclopedia of  Genes and Genomes

（KEGG）というバイオインフォマティクスのデータ

ベースなどもあります（図 3）。このあたりのデータ

のアクティビティや位置付けについては下田先生や仲

里先生に伺うのが一番いいと思いますが、このような

データベースを各研究者が独自に運営し、世界的に有

名になっているという状況です。 

 ただし、こういった研究・学術データは、主にコミ

ュニティレベルで、部局やセンター、研究ユニットの

ような小さいユニットで、多大な労力と時間をかけて

醸成されています。先ほどの KEGG は 20 年かけて育

ててこられたという実績を伺っています。また、自発

的な取り組みなので、研究者とその研究コミュニティ

が使いやすいように、独自に改良が重ねられてきまし

た。 

 そういう意味で使いやすいデータベースになってい

（図 2） 

特色ある学術データベース(2)
• 貴重資料画像(図書館機構)

http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/
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特色ある学術データベース(3)
• KEGG: Kyoto Encyclopedia of Genes and Genomes

• www.genome.jp/kegg
• バイオインフォマティクス情報のキュレーションとDB化
• DBと共にHPCリソースも提供
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ることは確かです。その一方で、持続的に発展させる、

維持させることが大きな課題になっているということ

が、私が学術領域の発展と社会貢献の視点から見たこ

れらのデータベースの特徴です。 

 ただし、大学側は、一体どれぐらい学術データベー

スがあるのか、全容を全く把握できていない状況です。

今後、偉い人が「大学としてのコンテンツ発信力を評

価するぞ、もっと頑張れ」という新たな評価軸を設け

れば、恐らく皆さんはせっせと調べるのでしょうけれ

ども、まだそういうことは出てきません。 

 また、現行の運営側は、自分たちが頑張って運営し

てきたもので、お金がないから何とかサポートしてほ

しいという本音と、自分たちが好き勝手やるのだから、

大学の上に余計な手出しをしてほしくないという相反

する思いがあります。このあたりについては今、皆さ

んが自発的に、しかも先頭を走っているデータベース

について、研究データ管理をどうしなさいということ

を提言できる状態ではないというのが私の考えです。 

 

2-2.研究公正とコンプライアンスのため 

 次は、研究公正とコンプライアンスのためのデータ

管理についてです。研究現場でどんなインパクトがあ

ったかという話をします。恐らくグッドプラクティス

ではなくバッドプラクティスになるのではないかと思

います。 

 2014 年 8 月、文部科学省が「研究活動における不

正行為への対応等に関するガイドライン」という文書

を出し、各国公立大学・私立大学は対応しなくてはい

けなくなりました。2015 年 2 月に京都大学は、「京都

大学における公正な研究活動の推進等に関する規程」

を出しました。これは公開されている内容なので、皆

さんも読むことが可能です。ここには、教職員・部局

（研究科や学部）・全学の役割、責任の所在、研究デ

ータ一定期間保存義務が明記されました。 

 続いて 2015 年 7 月に、京都大学は、年度内に研究

データの管理方法、保存方法を部局ごとに制定するよ

うに求めました。現在、2016 年度は、部局ごとに決

定した管理方針ないしデータ保存計画を基に行動して

いるはずです。 

 私は部局ごとの制定が求められたときに工学研究科

にいて、先生たちに研究データを 10 年間保存するよ

うに言っても、絶対にこれが一律に守られるわけがな

いということがあったので、慌てて研究データ保存シ

ステムを立ち上げることとなりました。工学研究科や

情報環境機構は ICT のインフラを整備する底力があ

りました（図 4）。そのシステムを使って、研究科な

いし情報環境機構という組織でデータを預かり、バッ

クアップを取る活動を始めています。これはまだ試行

段階です。 

 ファイルを zip ファイルにしてアップロードし、論

文のテーマ、著者、発表日、発表メディア、書けるの

であれば DOI を書きます。研究成果の正当性を保証

する研究データがどこに保存されているかをトラック

できるようにするための非常に簡単なシステムです。 

 それで始めたのですが、やはりやっつけでつくった

ので、いささか運用・安定性に不安があります。一方

で、何もデータをきちんと管理するということは、研

究データに限りません。事務の文書でも何にしても、

データをきちんと保存したいという要求はあるはずな

ので、次に更新する計算機システムの中に、大容量の

光ディスクを使ったアーカイブシステムを導入するこ

とにしました（図 5）。 

 これと連携させて、この上で、エンタープライズ・

コンテンツ・マネジメントシステム、文書管理システ

（図 4） 

研究データ保存システムの構築

• 情報環境機構, 工学研究科等で2015年度末より仮運用
• 電子化されたデータを安心して保存できる仕組みが必要との判断

• 既に運用, 開発経験のあるWebフレームワークや, CMSを改良しデータ
保存システムを構築

(情報環境機構のシステムの例)
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ムを導入し、ユーザーは研究データとメタデータを文

書管理システム上に登録する。ダークアーカイブをし

なければいけないときは、コンテンツを光ディスクに

コピーして、そちら側は誰も触れない状態でデータの

正当性を保証するという仕組みを今検討して立ち上げ

ようとしています。 

 ただし、研究データ管理の観点からすると、これは

あくまでも組織あるいは研究者を保護する保険であり、

オープンデータではありません。これはある種のバッ

ドプラクティスの一つではないかと思います。とにか

くデータを長期保存しなくてはいけないということで、

2 年前にいきなり上から降ってきて、慌てていろいろ

なルールを決めて、すごく駆け足でやってしまったの

で、ルール（policy）が先行して、現実的な実施手順

があまり検討されないままずっと走ってしまっている

という現状があります。ルール（policy）を実施手順

（procedure）と実施（deployment）が後追いしている

のです。 

 私のいる情報環境機構は全学に対してシステムを提

供することをミッションとしているのですが、この仕

組みを使うと、各部局が定めた研究データ保存のプロ

シージャーポリシーに一致するかどうか、というレビ

ューはまだ受けていない状況です。それはこれから擦

り合わせが必要です。いびつな構造で、システムとポ

リシーと実施手順がかみ合っていない状況で、とにか

く走らせなければいけない、という状態にあるという

ことです。 

 また、困ったことに、ほとんどのデータが死蔵され

るものです。ここに収められたデータは何か研究不正

が疑われたときに、ここに研究データがあると出すた

めのものだからです。だから、実はそれほど力を入れ

て構築したくないシステムで、できるだけ安く、それ

でなお皆さんに信頼されるシステムにする難しさも抱

えています。研究公正とコンプライアンスだけのため

に IT システムを構築をしなさいと言われると、非常

にやりにくい ICT システムになってしまうという事

例になってしまっているのではないかと考えます。 

 

2-3.オープン（データ）サイエンス促進のため 

 オープン（データ）サイエンスとは、今まで一部の

研究者が自発的に実施してきたオープンデータ的な活

動から広がり、研究者がデータを集めて、保存して、

公開することを当たり前の作業にしていく運動だと私

は認識しています。これに対して世界はどうなってい

るのか、あるいは日本国内はどうするべきかという話

をします。 

 

2-3-1.英国の事例 

 先日、私は大学のプロジェクトの資金を頂き、英国

を訪問し、英国での研究データ管理がどうなっている

のかという話を伺う機会がありました。英国ではほと

んどの研究資金配分機関（リサーチカウンシル）が論

文をオープンにすること、さらに踏み込んで、論文に

載っているデータ、研究の成果として公開していいデ

（図 5） 

ダークアーカイブ型データ保存システム

• 2016.12 の汎用コンピュータ更新に合わせ, 「情報ライフサイク
ル管理」のソリューションを導入

• 研究データに限らず, 多くの電子的文書の長期保存を可能に

• 大容量光ディスクを用いたアーカイブシステム
(500Tbyteからスタート)

• エンタープライズコンテンツ
マネジメントシステム(ECM)上
で操作

• 研究データ管理の観点からすれば
あくまでも「研究者・組織の保険」
の扱い, 「オープンデータ」とは
異なる意味合い
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「研究のオープン化」: 英国の例

• ほとんどの研究資金配分機関(Research Council)が
• 論文のオープン化

• 論文データのオープン化

を義務化

• Data Curation Center のwebより
http://www.dcc.ac.uk/resources/policy-and-legal/overview-funders-data-policies

影響が大きいのはEPSRCの要請
EPSRCは自身のデータレポジトリ, 
データセンターを持たない

↓
・コミュニティが整備する
・出版社が整備する
・機関が整備する
等何らかの方法で「データを
accessibleにしないといけない」
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ータは、オープンにして電子的にアクセスできるよう

にすることを既に義務化しています。具体的に星取表

を英国の Digital Curation Centre が提示しています（図

6）。この機関の資金の場合は、このデータをオープン

にしなければいけないということが書いてあります。

これは非常に有名な絵なので、いろいろなところでご

覧になった方がいらっしゃると思います。 

 また、英国に限らず、アメリカ、ヨーロッパの例は、

科学技術振興機構（JST）が 2015 年 5 月に研究データ

の共有ポリシーに関するレポートを書いているので、

それを読んでいただくと一番分かりやすいのではない

かと思っています。 

 英国で一番インパクトが大きかったのは恐らく、英

国工学・物理科学研究会議（EPSRC）から、工学と理

学の分野はデータオープンアクセスにするように要請

があったことでしょう。EPSRC はデータをオープン

にするように言っていますが、データを置く場所は準

備しておらず、自分たちで準備するか、コミュニティ

が準備しているリポジトリを使うようにと言っていま

す。だから結局、工学・理学系の先生たちが研究をし

て、論文を出版したときに、そのデータにアクセスで

きるようにするためには、自分たちが所属している研

究コミュニティがリポジトリを整備するか、出版社の

データジャーナルに投稿するか、自分自身でやるしか

ないのです。 

 英国の研究資金配分機関の予算規模は、約 2,700 万

英国ポンド（約 3,400 億円）です（図 7）。科研費の規

模が約 2,300 億円なので、それの 1.5 倍に相当する研

究に対してオープン化を求めたということです。それ

以外に、日本で言う厚生労働省系なども同様に、デー

タをオープンにしなさいという宣言を次々出していて、

ほとんど全てのファンドがオープンデータにするとい

う方向に向かっているという現状です。 

 それに対して、英国の各大学はどうしているのでし

ょうか。一番先進的な取り組みをしているといわれて

いるエジンバラ大学は、研究データマネジメントにつ

いて集中的に研究している Digital Curation Centre を生

み出した母体になっている大学であり、研究データ管

理を具体的に実践している大学の一つです（図 8）。 

 非常に有名な大学なので、何回も調査が行われ、調

査レポートも出ています。一つ参考になるのは 2014

年の図書館総合展フォーラムで、ここのヘッドであっ

た Stuart Lewis 氏が発表された内容です。英語と日本

語の対訳のスライドが出ています。これを見ていただ

くと、歴史と今やろうとしていることが簡単にまとめ

られていて非常に参考になると思います。 

 私はインフラを提供する立場なので、ここで一体ど

んな ICT サービスを提供しているかに注目してお話

しします。エジンバラ大学は、簡単なブローシャー

「A guide to the Research Data Service」を出版していま

す（図 9）。研究を始める前、実際に研究を行ってい

る間、研究が終わって成果を公開したいときという研

究の各ステージ、そしてこれらの研究活動サイクルで

どのようにトレーニングとサポートをするか、こうい

（図 7） 

UK Budget Timeline for Research Councils
https://www.timeshighereducation.com/news/uk-research-council-budgets-2019-20-revealed

Hefce: higher education funding council for England, 
大学運営費交付金に相当する資金を配分する機関, ここではそのうちの「研究交付金」の部分

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/koutou/062/gijiroku/__icsFiles/afieldfile/2014/11/18/1353540_2.pdf

英国での科学研究予算規模, RC担当分で2,700百万GBP ~= 3,400億円
(科研費が約2,300億円)

Arts and Humanities

Biotech. & Biological

Eng. & Phys.

Economics & Social

Medical Research

Natural Environment

Science & Tech. Facilities
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（図 8） 

Edinburgh University の取り組み (1)

• http://www.ed.ac.uk/information-services/research-
support/data-management

• 先ほどのDCCの母体

• 研究データ管理のベストプラクティスの1つ
• 2014年の図書館総合展フォーラムでの Stuart Lewis 氏の発表

(対訳付き)を始め, 多くの事例紹介, 調査報告あり.
http://id.nii.ac.jp/1280/00000019/

• 簡単にどのようなICTサービスを提供しているかを改めて整理
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う四つの視点でエジンバラ大学では何ができるか、何

を提供しているかをまとめています。1 ページ 1 機能

で 16 ページ、ぱらぱらと読んで、なるほどと思える

内容です。 

 最近、英国ないし米国では、研究申請調書を書く際

に、こういうデータを集めて、どこで管理して、最後

にどのように公開するかというデータ管理プランを 2

ページほど書くように、と言われます。エジンバラ大

学では、出すファンドに合った Q&A がウィザード形

式で表示され、それに答えていけばデータ管理プラン

を仕上げることができるツールを提供しています（図

10）。 

 エジンバラ大学の経済・社会学系では、オンライン

データをその場で解析する仕組みも提供しています。

このあたりはそれほどインパクトはないのですが、一

番研究者にとって魅力的に移るのは、研究をしている

最中にデータをどう扱うか、どう保存するかというこ

とです。そこでエジンバラ大学では、教員・大学院生

に対して、0.5Tbyte、500Gbyte ぐらいのネットワーク

ファイルストレージを使っていいという話をしていま

す。当然、全員が使っているわけではないですが、最

大これぐらいまでは自由に使っていいということ、だ

と推測しますが、少なくとも、自分たちの普段の生活

で出てくるデータは全て大学が提供するネットワーク

ドライブ上で扱ってよいというぐらいのキャパシティ

になります。また、共同研究者とデータがシェアでき

るように、Dropbox のようなクラウド型のファイル共

有サービスを提供しています。 

 研究が終わった場合、論文を出版するということが

ありますが、PURE というシステムを持っていて、こ

れは研究者総覧と機関リポジトリを合わせたような仕

組みです（図 11）。内容はかなりいろいろなものが入

っています。大学にどのような人がいるのか、どのよ

うなプロジェクトが実施されたのか、研究成果（主に

オープンアクセスの論文）、その他の研究活動（受賞

等）などを、利用者の選択でアップロードして公開で

きるシステムです。これは恐らく日本の大学でだいぶ

整備が進んでいるものだと思います。 

 これとは別に、もう少しディテールにこだわった研

究のデータセットを公開する機関データリポジトリも

持っています。 

  
（図 9） 

Edinburgh University の取り組み (2)

• “A guide to the Research Data Service” ( http://edin.ac/1Y5k8xf )
• 研究ステージ毎に利用できるICTを簡潔に紹介

1ページ1機能, 16ページ
• Before
• During
• After
• (Training & Support)

 
  

（図 11） 

A guide to the Research Data Service (2)

• After
• PUREによるデータ保存: 研究者総覧と機関レポジトリを合わせたよう
な仕組み. http://www.research.ed.ac.uk/portal/ から

• 人

• 研究プロジェクト

• 研究成果(主にOA論文)
• その他研究活動(受賞等)
等をメタデータと共に登録, コンテンツを(利用者の選択により)公開

• DataShare (http://datashare.is.ed.ac.uk/): 機関データリポジトリ. PURE
よりもオープンサイエンスを志向した構造

• DataVault: 主にPUREの登録データを(メタデータごと)長期保存する

青木学聡, “研究データ管理と日本の大学”
第2回 SPARC Japan セミナー2016 (2016/10/26)

（図 10） 

A guide to the Research Data Service (1)

• Before
• DMPonline (https://dmponline.dcc.ac.uk/ )による研究データ管理プラ
ン作成支援

• Finding & analysing data: 
• データ検索に関するコンサルティング

• オンラインデータ解析サーバー(http://stats.datalib.edina.ac.uk/sda/) の紹介

• During
• ネットワークストレージ

• DataStore: SMB, NFS等で利用するネットワークドライブ.
教員, 大学院生に0.5Tbyte/人を無償で提供.

• DataSync: Dropbox のようなクラウド型ファイル共有サービス.
DataStoreの一部(20Gbyte)を切り出して利用.
クライアントPC間のデータ同期, グループ間のファイル共有で利用

• バージョン管理: ソフトウェア開発用に subversion レポジトリ
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 そしてトレーニングです（図 12）。向こうの方は、

お年を召した研究者にいろいろ教えても駄目で、若い

研究者、大学院生に対してしっかりと、「これからの

時代はこうやってデータを管理して自分たちの研究を

より良くするのだ」と教え込むことが重要だというこ

とを強調していました。今、研究データ管理は恐らく

オープンサイエンスを促進したいということがバック

グラウンドにあって、ファンドの要請に従って、デー

タ管理プランを作成して実施しています。それに堪え

られるだけの十分な研究用のインフラの提供（大容量

のストレージ、機関リポジトリ）は、機関の体力勝負

になるのではないかと思います。 

 全員がやらなくてはいけないとなった場合は、非常

にロングテールなものをサポートしなければいけませ

ん（図 13）。よく頑張っている、非常に頻繁にアップ

デートするデータリポジトリだけでなく、その後ろの

方にある、何に使われるか分からないけれども残して

おきたいデータまできちんとカバーしなくてはいけま

せん。そうすると、可能な限りメンテナンスフリーで、

汎用的な仕組みをしっかり入れなくてはいけません。

ということは、できるだけコストを下げるという視点

がどうしても必要になってきます。こういうものは果

たしてあるのか、ないのかということを、これから各

機関で整備しなさいと言われたら、どうしても考えな

くてはいけないことになってしまいます。 

 

2-3-2.ドイツの事例 

 それに対応する形として、ドイツでは、RADAR 

project という、研究データアーカイブのシステムを共

同開発して、それを各機関へ提供するというプロジェ

クトがあります（図 14）。ステージとしては、研究を

始めていて、共同作業が終わり、研究が終わったとき

（図 12） 

A guide to the Research Data Service (3)

• Training
• MANTRA(http://datalib.edina.ac.uk/mantra/):

• 研究者(学生含む)向けのデータマネジメントe-learningテキスト

• MOOC
• https://www.coursera.org/learn/data-management にてオンライン学習コースを
開講

特に, 若手研究者, 大学院生に対する情報リテラシ教育として普及に注力

青木学聡, “研究データ管理と日本の大学”
第2回 SPARC Japan セミナー2016 (2016/10/26)

（図 13） 

Ｚ

「全学的=ロングテール」

• 「オープンデータ化」が必須事項となった場合・・・
• 全学=(全教職員, 学生)に等しい基盤システムの導入

• 可能な限りメンテナンスフリー, 汎用的な仕組みが低コストで必要

“The majority of
datasets produced

through research are
part of the

‘Long Tail of Research 
Data’”

Quelle: Humphrey C (2014):
OpenAIRE-COAR Conference, Athens

From “Establishing a generic Research Data Repository: The RADAR Service”, by Dr. Angelina Kraft, TIB
at DI4r (https://www.digitalinfrastructures.eu/content/establishing-generic-research-data-repository-radar-service) 
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（図 15） 

ドイツの事例: RADAR project (2)

From “Establishing a generic Research Data Repository: The RADAR Service”, by Dr. Angelina Kraft, TIB
at DI4r (https://www.digitalinfrastructures.eu/content/establishing-generic-research-data-repository-radar-service) 

研究データライフサイクル上の位置づけ

青木学聡, “研究データ管理と日本の大学”
第2回 SPARC Japan セミナー2016 (2016/10/26)

（図 14） 

ドイツの事例: RADAR project (1)

Goal: Establish a interdisciplinary repository for
- archival of (digital) research data as a generic service
- trustworthy preservation & traceable publication

Focus: „Long Tail“ – Repository for specialized research disciplines, 
addition to big data archives

Duration: September 2013 – August 2016,
project funded by German Research Foundation 

System: Provided by FIZ Karlsruhe, KIT and TIB – Coming soon… in 2016

Info:   http://www.radar-projekt.org
Service: http://www.radar-service.eu

From “Establishing a generic Research Data Repository: The RADAR Service”, by Dr. Angelina Kraft, TIB
at DI4r (https://www.digitalinfrastructures.eu/content/establishing-generic-research-data-repository-radar-service) 

信頼性の高い研究データアーカイブの共同開発
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に研究の内容物を一気にアーカイブします（図 15）。

目的は、一つはアーカイブするだけ、もう一つは研究

者の選択によりその中の一部をパブリッシュすること

です。 

 ビジネスモデルとしては、ベーシックサービスは何

も言わずに黙って保管するだけです（図 16）。その中

で、これとこれは公開したいと言われたときは DOI

を付けて公開できるようにしようとしています。 

 各機関あるいは研究グループに提供するときの値段

も決めています。2016 年 8 月にできる予定とされて

いますが現時点ではまだ公開には至っていない模様で

す。もうすぐ出てくると期待しています。 

 

3.京都大学は何をするか 

 それでは、京都大学では何をしようということです。

当初は、どこから手を付けたらいいのか分からない状

況でうちひしがれていたのですが、図 17 のようなこ

とをまとめています。本当にできるかどうかは分かり

ませんが、エジンバラ大学プラスアルファのものを理

想高く目指すのであれば、これぐらいのものを準備す

ると完璧だ、という内容。まず、研究者・大学院生が

自由に利用できる大容量のクラウドストレージは絶対

に要るでしょう。そしてこれを、フラットな環境でで

きることです。アクティブな研究活動を行い、学内お

よび学外でシームレスにデータ共有をし、きちんと協

働できる環境は研究機関としては絶対に持つか、ある

いはどこかで整備しなければいけないと思います。 

 二つ目は、2～3 種類の性格の異なる機関データリ

ポジトリです。データをアーカイブする場所、ためて

おく場所として必要になります。1 種類目は、教員の

裁量で自由にデータを公開できるリポジトリです。先

生たちが何かの機会で、このデータは面白いと思った

とき、あるいは、どこかの学会で発表して簡単なペー

パーにしたので見てほしいというときに、それに永続

的な ID、DOI かまたはそれに類するものを自発的に

振って公開できる仕組みです。そこにはいわゆるキュ

レーションなどの作業はありません。つまり研究者が

自発的に公開するドキュメントに対して永続的な ID

を付けられる仕組みを持ったリポジトリです。 

 2 種類目は、今、各日本の大学はオープンアクセス

論文を対象としてリポジトリを整備していますが、そ

の延長線上として整理されたオープンデータリポジト

リ、あるいはある種のキュレーションやある程度のフ

ィルターを通ったリポジトリです。 

 3 種類目は、高度な専門性、ユーザビリティが要求

される学術リポジトリです。これは、今業界の最先端

を走っていて充実したリポジトリに迫る何かというこ

とです。現在アドバンストな、あるいはソフィスティ

ケートされた学術リポジトリと連携・漸進的な統合が

できるような基盤、さらに何か新しい学問領域を生み

出すときには、新しいデータベース、新しい考え方、

新しいメタデータを生み出せるような基盤になります。

きちんとしたデータキュレーション、ないしはこのデ

ータはこのように見るものだというデータビジュアラ

（図 16） 

ドイツの事例: RADAR project (3)

Services:
• Basic service: Archival Storage
• Extended service: Data Publication

Furthermore:
• Data Life Cycle support
• REST API for clients (customizable)
• Interoperability & cross-linking of

published datasets via API:
DataCite, ORCID & others

• Optional Peer-Review support
• Statistics on downstream data use
Prices:
• 500 € annual fee + 0,39 € GB data volume per year (net price)

ビジネスモデル

From “Establishing a generic Research Data Repository: The RADAR Service”, by Dr. Angelina Kraft, TIB
at DI4r (https://www.digitalinfrastructures.eu/content/establishing-generic-research-data-repository-radar-service) 
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（図 17） 

京都大学では何を整備するか? (青写真)

• University of Edinburgh +αのものを目指すのであれば・・・
• 研究者, 大学院生が自由に利用できるクラウドストレージ

• アクティブな研究での学内外とのシームレスなデータ共有と協働環境

• 2 or 3種類の機関データレポジトリ
• 教員の裁量で自由にデータを公開できるレポジトリ

• 非常に雑多な内容であるが, 永続的なIDが付与され, 「いつでも」「だれでも」参照で
きる仕組み

• OA論文の延長線上としての, 整理されたオープンデータレポジトリ
• 高度な専門性, ユーザビリティが要求される学術レポジトリ

• 既存の学術レポジトリとの連携・漸進的な統合
• 研究コミュニティの核となる先進的なデータレポジトリの構築・提供

• データキュレーション, ビジュアライゼーション, アナリシス技能の飛躍的な拡大
• 効率的なコンテンツ配信プラットホーム(動画, 静止画, 地理情報・・・)

• アーカイブストレージ, 教員総覧との連携
• カバレッジ, 評価方法の模索

• コスト, 組織構成等は未考慮, 当然課題は多い
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イゼーション、このように使うべきだというアナリシ

ス技能を飛躍的に拡大させることができないことには、

高度な専門性やユーザビリティにはなかなかたどり着

けません。 

 ただし、これだけオープンデータが出てきたという

ことは、今まで 20 年などすごい時間をかけていたも

のを、少しは早めることができる可能性があります。

今まで 20 年かかっていたものが 10 年になる、もしか

したら 3 年ぐらいで立ち上がる基盤になるのであれば、

ここを頑張る意味はあるのではないかと思っています。 

 研究公正のためのデータや、人には見せたくないけ

れども永年保存したいデータとうまく連携するような

仕組みはやはり必要だと思います。 

 いろいろなデータベース、リポジトリが出現、整備

された際には、結局、うまくいったのか、いかなかっ

たのかということは絶対に言われると思います。パフ

ォーマンスをどう評価するかは考えておかなければい

けませんが、全くアイデアがない状況です。幾つかの

研究でオープンアクセスは経済的価値を生んだという

レポートは出ていますが、各機関がオープンアクセス

にしてどれくらいの価値があったかということについ

ては、何とも言い難い、評価のしようがない部分があ

るかもしれません。ここは非常に難しいところだと思

います。 

 当然ながら、全部やるとなるとコストはうなぎ上り

ですし、幾つか選んで実施するか、NII が今準備して

いるようなフレームワークにうまく乗る、そういうと

ころでお互いに情報連携を、パイロット的な事業に組

み合わせて、どのように大学の中でうまくローンチさ

せるかを考えていきたいと思っています。 

 

4.全学研究データマネジメントへの取り組み 

 こういうことを考える機会として、京都大学では今

年度、どうやって研究データ管理の環境を構築するか

というタスクフォースのプロジェクトを立ち上げまし

た（図 18）。私が入っている情報環境機構の他、コン

プライアン関係の研究推進部、そして学術研究支援室

というファンディングのサポートを行う部署も入って

います。実際にリポジトリで精力的に活動されている

附属図書館、博物館、能勢先生をはじめとする、実際

に学術データのリポジトリの運用をしていらっしゃる

方、研究者有志、これらの方が集まって、大学におけ

る学術研究のライフサイクルに沿った研究データの蓄

積・共有・公開、長期保管に必要な研究データマネジ

メント環境に求められる要求要件を取りまとめて、次

年度以降に京大はどうしたらいいのかという提言がで

きれば、ということで、このような活動をしています。 

 具体的には、いろいろなミーティングを行い、関係

各所からヒアリングをし、研究調査を行いました。私

もエジンバラ大学をはじめ、幾つかの大学を回りまし

た（図 19）。 

  

（図 18） 

全学研究データマネジメントへの取り組み(1)

「多様な学術研究活動を育む全学研究データマネジメント環境
構築事業」(学術情報メディアセンターからの全学経費要求)

参加者:
• 情報環境機構■■■

• 研究推進部研究推進課■

• 学術研究支援室■■

• 附属図書館■■

• 総合博物館■

• 学術データレポジトリ運用者■

• 他研究者有志■

ミッション:
大学における学術研究のライフサイクルに沿った研究データの蓄積・共
有・公開および長期保管に必要な研究データマネジメント環境に求めら
れる要求要件のとりまとめ

「コンプライアンス」

「学術領域の発展と社会貢献」

来るべき

「オープンデータ化」
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（図 19） 

全学研究データマネジメントへの取り組み(2)

活動内容

• 京都大学オープンサイエンスデータプロジェクトを組織化，
定期会合

• 学内調査
• 研究者アンケートを実施（11月頃）

• 海外調査
• 米国（8月下旬，10月下旬）

• 欧州（9月下旬）

• 国内調査
• 研究助成団体

• 日本学術振興会（JSPS），科学技術振興機構（JST），情報通信研究機構
（NICT）など

• 大学の枠を超えたあり方
• 国立情報学研究所（NII）など
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5.まとめに代えて 

 私からは、京都大学における研究データ管理の現状

を、「コンプライアンス」「オープンデータ化」「学術

領域の発展と社会貢献」に分類し、それぞれに一体何

が求められているかという話をさせていただきました。 

 ただし、この「コンプライアンス」と「学術領域の

発展と社会貢献」は、いずれはオープンデータという

大きな概念として、ポリシー・手順・システムなどが

集約されていくと考えて、準備を進めていくことが重

要です。 

 オープンデータを義務化することに関しては、恐ら

く大学あるいは機関全体の ICT インフラの底上げに

直結する内容になるので、各組織が十分なサポート体

制を、義務化のタイミングを見計らいながら構築して

いくことが大切だと考えています。 

 最後に宣伝です（図 20）。大学 ICT 推進協議会年次

大会で、研究データマネジメントのセッションを持ち

ます。2016 年 12 月 14～16 日で、本セッションは 16

日 13 時半～15 時を予定しています。エジンバラ大学

図書館の Dominic Tate さんもお呼びし、私たちの活動

内容を報告させていただきます。 

（図 20） 

(宣伝) 大学ICT推進協議会(AXIES)年次大会で
研究データマネジメントのセッションを開催

• 日時: 2016年12月14, 15, 16日
(本セッションは16日13:30-15:00を予定)

• 会場: 国立京都国際会議場

• エジンバラ大学図書館 Dominic Tate 氏の招待講演
「Research Data Management in Europe, UK ant the University of 
Edinburgh」

• 「京都大学における全学研究データマネジメント環境構築事
業」中間報告

• 他 EDUCAUSE CEO, John O’Brien 氏による基調講演など
詳細は http://axis.jp/ja/conf/conf2016 にて
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